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1. はじめに 

近年, 我が国においては少子・高齢・過疎化

の影響から, 中山間地域における空き家の増

加が深刻化しており, 社会問題になりつつあ

る. その中でも特に過疎化が進行している中5 

山間地域においての空き家の増加問題は, 雑

草・悪臭など衛生環境への悪化, 景観の悪化, 

不法侵入などによる治安の悪化等を引き起こ

す原因となることから, 集落を維持するため

にも改善すべき問題となっている. 一方中山10 

間地域においては田舎暮らしやライフスタイ

ルの変化を求めた移住希望者が増加している. 

そういった中山間地域における空き家の増加

問題及び中山間地域への移住希望者の増加の

両者を対処する施策として, 空き家バンク制15 

度が移住推進施策の 1 つとして注目されてい

る. しかし既存の調査によると空き家バンク

では, 空き家を活用した移住の停滞が生じて

おり, 中山間地域への移住を促進させるため

の制度として機能しているとは言い難い現状20 

にある. 空き家バンクを活用した移住の促進

を図るためには, 空き家バンクを活用した移

住を停滞させる要因を明らかにし, 解消する

必要がある. 

そこで本研究では, 中山間地域における空25 

き家バンクを活用した移住の促進を図るため

に , 空き家バンクを利用する上での課題と , 

中山間地域への移住を図る上で必要とされる

要因を明らかにすることで, 中山間地域にお

ける空き家のバンク利用を促進させるために30 

必要とされる方策の提案及び評価を行うこと

を目的とした. 

 

2. 調査概要 

中山間地域における空き家バンクを活用し35 

た移住が停滞している要因を明らかにするた

めに, 空き家バンク利用者を対象としたアン

ケート調査を実施した. 調査概要を表1に示す. 

空き家バンク利用者に関しては, 空き家バン

クを活用して移住を実行した移住者, 空き家40 

バンクを活用した移住を断念した断念者, 空

き家バンクを活用した移住を希望している希

望者にそれぞれ分類される. それぞれの対象

者の回答結果を比較することで, 空き家バン

クを活用した移住が停滞している要因を明ら45 

かにする. 分類した対象者の内訳を図1に示す. 

また中山間地域への移住に必要とされる要因

を明らかにするために, 中山間地域への移住

者を対象としたアンケート調査を実施した . 

調査概要を表2に示す. それぞれの調査を実施50 

することで, 中山間地域における空き家バン

クの利用を促進させるために必要とされる方

策の評価及び提案を行うことを目的とした. 

 

表 1 空き家バンク利用者調査概要 55 
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表 2 中山間地域への移住者調査概要 

 

 65 

 

 

 

 

 70 

 

図 1 回答者の内訳 
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3. アンケート調査結果 

3.1 空き家バンクを活用した移住の停滞要因 

(1) 移住過程で最も重要だと感じた内容 

空き家バンク利用者が移住過程に最も重要

だと感じた内容に関しての回答結果を, 移住5 

者, 希望者, 断念者で比較したものを図 2に示

す. 結果より, 移住者が最も重要だと感じた

内容としては, 「空き家の選定」, 「地域の実

情を知る」について約 3 割の方が重要である

と答えていることがわかった. また断念者に10 

関しては「空き家の選定」,「地域住民との関

係」について約 4 割の方が重要であると答え

ていることがわかった. 希望者に関しては「空

き家の選定」を約 5 割の方が重要であると答

えていることがわかった. どの対象者も「空き15 

家の選定」が最も重要であると答えた対象者の

割合が多いため, 空き家バンクで提供される

空き家の質に関しては, 空き家バンク利用者

にとって重要な要因であることがわかった . 

しかし「空き家の選定」以外にも重要な要因も20 

多い. 特に断念者に関しては「地域住民との交

流」が重要であると回答した対象者の割合が, 

「空き家の選定」と同じ割合であることから, 

断念者においては「地域住民との交流」を重要

だと考える対象者が多い傾向にある. このこ25 

とから断念者が移住を断念した原因として , 

移住希望者のニーズにあった条件の空き家が

見つからなかったことのみが原因ではなく , 

移住先の地域住民との交流が持てなかったこ

とが移住に至らなかった原因の 1 つとして考30 

えられる. 

(2) 移住に対する不安 

空き家バンク利用者が移住過程に不安に感

じた要因に関しての回答結果を , 移住者, 断

念者で比較したものを図 3 に示す. 結果より, 35 

「集落活動への参加」, 「地域に溶け込めるか」

に関しては, 断念者の約 5 割が不安に感じて

いる一方で, 移住者は約 1 割から 2 割程度で, 

断念者のほうが不安に感じている結果となっ

た. また「移住先の情報不足」に対する不安に40 

関しても, 断念者の約 4 割が不安に感じてい

る一方で, 移住者は約 1 割程度で, 断念者のほ

うが不安に感じている結果となった. よって, 

移住後の地域住民との関係や, 移住先の地域

の情報不足に対する不安は, 中山間地域にお45 

ける空き家バンクを活用した移住を停滞させ

ている要因であると考えられる. 

3.2 中山間地域への移住に必要とされる要因 

(1) 中山間地域への移住の準備行動 

 中山間地域への移住者が移住を実行する上50 

での準備行動に関しての回答結果を図 4 に示

す. 結果より, 中山間地域への移住者は移住

を行う上での準備行動として, 移住先への訪

問, 移住の相談を約 9 割の対象者が行ってい

ることがわかった. また移住推進施策への参55 

加も約 5 割の対象者が参加していることがわ

かった. これらのことから移住先への訪問や

移住の相談, 移住推進施策への参加は中山間

地域への移住を行う上での重要な起点となっ

ていることがわかった.  60 

(2) 移住に必要とされる生活条件 

 中山間地域への移住に必要とされる要因を

明らかにするために, 中山間地域への移住者

が移住を実行する上で求めた生活条件を明ら

かにすることを目的とし, 移住前の生活の満65 

足度の回答結果に対して, CS ポートフォリオ

分析を行った. 結果を図 5 に示す. 結果より

「レジャーと余暇生活」「住んでいる住居」「住

居周辺の自然環境」「近所付き合い」「勤務時

間・通勤時間」が生活の総合満足度に対しての70 

影響が大きい項目として挙げられた. その中

で「レジャーと余暇生活」や「住んでいた住居」

に関する満足度は高い傾向にあった一方で, 

 

 75 

 

 

 

 

 80 

図 2 移住過程で最も重要だと感じた内訳 
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図 3 移住過程で不安に感じた内容 



「住居周辺の自然環境」「近所付き合い」「勤務

時間・通勤時間」に関する満足度は低い傾向に

あった． これらのことから中山間地域への移

住者は「住居周辺の自然環境」「近所付き合い」

「勤務時間・通勤時間」の生活条件を得るため5 

に, 中山間地域への移住を図ったと考えられ

る.  

 

4. まとめ 

中山間地域における空き家バンクを活用し10 

た移住を促進させるために, 中山間地域にお

ける空き家バンク利用者と中山地域への移住

者を対象としたアンケート調査をそれぞれ実

施した.  

まず空き家バンクを活用した移住の停滞要15 

因を明らかにするために, 中山間地域におけ

る空き家バンク利用者を対象とし, 移住過程

で最も重要だと感じた内容と移住過程に不安

に感じた要因に関しての調査を実施した. 移

住過程で最も重要だと感じた内容の回答結果20 

として, 中山間地域における空き家バンク利

用者は空き家の質を重要視していることがわ

かった. このことから空き家バンクでの空き

家の質の低下が空き家バンクを活用した移住

の停滞要因の 1 つであることがわかった. し25 

かし「空き家の選定」以外にも重要な要因もあ

り, 特に断念者に関しては「地域住民との交

流」を重要だと考える対象者が多い傾向にある

ことがわかった. このことから移住断念者が

移住を断念した原因として, 移住先の地域住30 

民との交流が持てなかったことが原因の 1 つ

として考えられる. また移住過程で不安に感

じた内容の回答結果での移住断念者に関して

は, 移住後の地域住民との関係や, 移住先の

地域の情報不足に対する不安を抱えているこ35 

とがわかった. このことから, それら不安は

空き家バンクを活用した移住を停滞させる要

因の 1 つであることがわかった.  

中山間地域への移住を実行する上で必要な

要因を明らかにするために, 中山間地域への40 

移住者に対し, 移住を実行する上での行動及

び移住前の生活の満足度に関する調査, 分析

を行った. 結果より, 中山間地域への移住者

にとって, 移住に対する相談や移住先への事

前訪問, 移住推進施策への参加など, 移住に45 

対する準備行動は, 中山間地域への移住を行

う上では重要な起点となっていることがわか

った. また中山間地域への移住者は「住居周辺

の自然環境」「近所付き合い」「勤務時間・通勤

時間」の項目を生活上重要だと感じているが，50 

これら項目に関しての満足度は得られていな

いことから, 移住後の生活条件として「住居周

辺の自然環境」「近所付き合い」「勤務時間・通

勤時間」の生活条件を得るために中山間地域へ

の移住を図ったと考えられる. よって中山間55 

地域における空き家バンクを活用した移住を

促進させるためには，「住居周辺の自然環境」

「近所付き合い」「勤務時間・通勤時間」に対

するフォローやそれらを対処するための方策

が必要とされる. 60 
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図 4 中山間地域への移住の準備行動 

 75 

 

 

 

 

 80 

 

 

 

 

 85 

 

 

 

図 5 生活の満足度に影響を与える要因 
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